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上江別幼稚園

ドキドキ、ワクワク

入園式、始業式

いも植え
大きくな～れ

いちご狩り　　　　　運動会　

7月

6月

4 月
1年間の行事 5 月

真っかないちご、
みーつけた

森の中に忍者
さんを探しに
行ったよ

参観日
朝の体操

お楽しみ会（年少、中）
参観日

お当番活動

お当番活動大きな声で
お名前いえるかな？

大きな金メダル！

お店屋さんごっこ
「いらっしゃいませ」
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8 月

9 月

10 月 11 月

いも堀り
ビニールハウスの
中で、水遊び！

年長お楽しみ会

えだまめ収穫

徒歩遠足 発表会

みんなで
キャンドルナイト

お弁当おいしい～
みんなで最後まで

歩いたよ

みんなで作り上げた
総合劇

いっぱい、
とれたよ！

片道 40分

公園でいっぱい
遊んだよ！

大きいおいも、
みつけたよ

収穫したおいもは、
おいしいね！

きもちいいね！
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12 月

1 月

3 月2 月

クリスマス会
　　　点灯式

もちつき会

雪遊び

お別れ会
卒園式

節分豆まき

そりあそび

雪だるま作り

雪山のぼり

サンタさんがきてくれた！
プレゼントとケーキを

もらったよ

年長さん、
元気でね！

ちょっぴり怖いけど
負けないぞ！

よいしょ！
よいしょ！
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創立 50周年を祝して
　学校法人　札幌佐藤学園　上江別幼稚
園が創立 50 周年を迎えられましたこと
を、心よりお祝い申し上げます。
　上江別幼稚園では、この 50 年間、先生
方の深い愛情に支えられ、子どもたちが
仲間との協調や健康な身体づくり、自主
性の育成に力を注がれ、保護者の皆様か
ら大きな支持を得ていらっしゃいますこ
とに、改めて敬意を表します。また、平
成 30 年に江別第一小学校・江別第一中学
校とともに、全国放送教育研究大会で発
表をされ、全国的にもたいへん高く評価
されたことを、つい先日のように思い出
します。
　歴代の理事長様、園長様、先生方、保
護者の皆様、そして地域の皆様のこれま
でのご尽力と、新しい時代に応じたこれ
からの取組とを見事に調和されている姿
は、すばらしいの一言に尽きます。
　さて、「人生で必要な知恵は、全て幼稚
園の砂場で学んだ」とは、アメリカの哲

学者ロバート・フルガム氏の言葉です。
幼児期に大切な「遊びを通して学ぶ」こ
とを上江別幼稚園では、50 年にわたって
継続して重視してこられたことは、大き
く言えば「江別市の人材育成」に確実に
つながっていると感じております。
　子どもたちが伸びやかに育ち、上江別
幼稚園がますます充実・発展され、職員
の皆様、保護者の皆様のご健勝とご活躍
を心からご祈念申し上げ、お祝いのこと
ばといたします。

江別市教育委員会　
教育長

黒川 淳司

祝辞

札幌佐藤学園上江別幼稚園 創立 50 周年を祝して
　札幌佐藤学園上江別幼稚園が創立 50 周年を迎
えられましたことを心からお祝い申し上げます。
　貴幼稚園は、昭和 49 年に初代理事長である佐
藤龍蔵氏が、自らの幼少時代を過ごされた上江
別地区に開設され、「健康な体作り・仲間との協
調性・自主性を培いよく遊ぶことが、よく学ぶ
ことになる」という建学の理念を礎に、半世紀
もの永きにわたり、地域に根付いた幼児教育の
拠点として、大きな役割を担ってこられました。
　上江別の緑豊かな自然環境を生かし、春 ･ 夏 ･
秋 ･ 冬の四季を通じて特色のある教育活動を実
践されるなど、江別の幼児教育に多大なるご貢
献とご尽力をいただいておりますことに、深く
敬意を表するとともに、心から感謝申し上げます。
　今日までの 50 年の歩みの中では、関係者の皆
様の並々ならぬ熱意によって築き上げてこられ
た情熱と伝統が受け継がれてきたものと存じま
すが、背景には、佐藤理事長をはじめ歴代の園
長や教職員の方々の献身的なご努力と地域の皆
様、保護者の皆様の支えがあったものと思います。
　今後におかれましても、このたびの 50 周年を

機会に、子ども達の笑顔があふれ、豊かな感性
を育むことができる幼稚園として更に躍進され
ますようご期待申し上げます。
　令和５年４月から、厚生労働省と内閣府の子
ども関係部局を統合し、子ども政策の司令塔と
して、子どもに関する施策を総合的に進めるた
め、子ども家庭庁が設置されました。
　市といたしましても、国や北海道の動向を見
極めながら、江別市子ども・子育て支援事業計
画に基づき、次世代を担う子どもたちが元気な
声を響かせ、心豊かに成長できるよう、幼児教
育や子育て支援の充実に取り組んでまいります
ので、より一層のご理解とご協力を賜わります
ようお願い申し上げます。
　結びになりますが、札幌佐藤学園上江別幼稚
園の今後ますますのご発展と、皆様のご活躍を
心から祈念申し上げ、お祝いのことばといたし
ます。

江別市長

後藤 好人
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創立 50周年を迎えて

創立 50周年を迎えて

　おかげさまをもって、創立者佐藤龍蔵が郷土
の幼児教育に貢献したいという想いで上江別幼
稚園を 1974 年 4 月に建学してから、2023 年 3
月に 50 周年を迎えることができました。
　当時の江別市は中核都市をめざして発展し始
めた頃で、上江別幼稚園は 5 名の教職員と 2 学
級の園児 65 名で開園しましたが、その後ゆめ
み野団地の開発などがあり幼児教育の場に対す
る需要が増え、創立から 20 年後には現在の地
に大きな新園舎を設けることになりました。50
年間に上江別幼稚園を巣立っていった約 4550
名のお子さまも、今は社会でご活躍の傍ら保護
者の立場で本園を見守って下さっていることと
思います。
　この 50 年間、半世紀にわたって幼児教育の
現場や制度は大きな様変わりをしてまいりまし
た。その中で 50 周年を迎えることが出来たの
もひとえに、創立以来変わらず教職員が保育・
幼児教育の精神に「健やかな体・なかまとの協
調性・こどもらしい自主性を遊びと学びの中で
培うこと」を掲げてきたことへの、地域の皆様

のご理解の賜物と感謝しております。
　40 周年からその後の 10 年の間に、胆振東部
地震、世界的なコロナウイルス感染拡大、そし
て諸外国間の紛争などが、日常の子育て環境に
大きな影響を与えてきました。建学以来の初め
ての経験ばかりでしたが、園児とご家庭の安全・
安心で豊かな生活と教育を支えるという大変難
しい役割を担って参りました。
　今後も地域に貢献し、地域に支えていただく
幼稚園であり続けるために、「人が人を育てる」
ということを改めて心に誓い、教職員をはじめ
幼稚園関係者は心身の健康に留意し、日々明る
い気持ちで園児と向き合って参ります。
　これまでの 50 年間、本園の発展を支えてい
ただいた北海道・江別市市議会・江別市教育委
員会・江別市私立幼稚園連合会をはじめとする
諸所関連機関のご厚情に深く感謝申し上げます。
　理事、評議員、上江別地区自治会の皆様にお
かれましては、次の 10 年そして 20 年先まで未
来の幼児教育と本園の運営に引き続きご指導を
賜りますようお願い申し上げます。

昭和 49 年に創立された上江別幼稚園は、緑豊か
な自然環境に恵まれ、広い園庭でのびのびと遊
べる環境があり、今なお変わりなく子ども達の
成長に欠かせない「遊びの場」になっています。
50 年前、初代佐藤龍蔵理事長が江別に幼稚園を
創設するために、たいへんなご苦労の中、郷土
に幼児教育の充実を目指し尽力された歩みと、
脈々と継承されていることに灌漑深いものを感じ
ます。
昭和 50 年の３月卒園式には、65 名の第１期卒
園児を送り出して以来、令和５年３月には通算
4543 名を送り出しました。初代園長から８代園
長木村吉憲先生まで受け継がれてきた上江別幼
稚園を第９代の私が引き継ぎ、50 年の歴史の重
みとともに、上江別幼稚園の伝統をしっかり継
承する責務を実感しているところです。
平成 27 年４月から子ども・子育て支援新制度が
施行され、現在、幼児教育を取り巻く環境は変
化の時代を迎えています。そんな中でも佐藤隆
志理事長は、初代佐藤龍蔵理事長の志を継いで
創立 40 周年記念誌の挨拶で「健康な体づくり、

仲間との協調、自主性を培うこと」を建学の基
本理念とし、子どもの健康は遊びの中で育ち「よ
く遊ぶことが、よく学ぶ」ことを述べられてい
ます。また、さらに「安心・安全な環境のもと
で子供たちの活動を！」との、熱い思いで園舎
内外の環境を整備してくださいました。
平成 18 年 12 月に施行された、新教育基本法の
幼児期の教育では「生涯にわたる人格形成の基
礎を培う重要なものである」と記載されていま
す。上江別幼稚園の教育目標「つよい子、やさし
い子、かんがえる子」を土台に、子ども達の健やか
な成長の担い手として成長に資する良好な環境
の整備に努め、成長を共に喜びあえるよう、今後
も幼児教育の進展に、より一層努めてまいります。
創立 50 周年の節目に、これまで上江別幼稚園を
温かく見守り支えてくださいました皆様にあら
ためて感謝申し上げますとともに、どうぞ今後
も、ご指導、ご支援賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。皆様のご健勝、ご多幸をお祈り
申し上げ、感謝の気持ちをこめてご挨拶といた
します。

理事長

佐藤 隆志

園長　

上村 美幸

挨拶   
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　この度は、上江別幼稚園創立 50 周年を迎えられた事を心よりお祝い申し上げます。
　この記念すべき年にお声をかけて頂き今年度 PTA 会長をやらせて頂きます。
　幼稚園入園から3 年目。
　すっかりマスクと友だち、水筒は常備品。
　子供６人いる私の子育てで、こんなに息苦しく、苦痛な日々 はありませんでした。そんな日々 の中でも、1 人 1 人子供
達をサポートして下さる先生方の懸命さ、優しさには心が救われています。子供の幼稚園が大好き！先生が大好き！と思
う真っ直ぐな想いと、マスク越しの笑顔がノーマスクで沢山の笑顔の花として観られる事を願って、またますます上江別幼
稚園が皆様に愛される事を願っています。　

メッセージ PTA

令和 5年度 PTA会長　三橋 恵里「願い」

　創立 50 周年誠におめでとうございます。
　上江別幼稚園には 4 人の子供たちがお世話になり、今年の 3 月で最後の卒園を迎えました。幼稚
園で過ごした 10 年間には数え切れないほどの思い出があります。
子供たちが自然に囲まれた園舎と広い園庭で元気に走り回り、四季折々の体験活動や運動会・発表
会などの様々な行事で、夢中になって頑張り楽しむ姿を見るといつも幸せな気持ちになりました。
　最後の 3 年間はコロナ禍で多くの制限がある日々でしたが、そんな中でもいつも子供たちに寄り
添い笑顔で温かく見守って下さった園長先生や先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。本当にあ
りがとうございました。
　これからも笑顔溢れる上江別幼稚園でありますよう益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。

元 PTA会長　藤谷 寛子「感謝」

　この度は上江別幼稚園 50 周年おめでとうございます。
　息子と娘が上江別幼稚園で元気いっぱいに育ちました。泣きながらの登園が続いた息子ですが、初めて
の参観日に笑顔で過ごす息子の姿を見て、こっそり私が泣いてしまったのは嬉しい思い出です。
　娘は担任の先生が大好きで、「大きくなったら幼稚園の先生になる！」と初めて出来た夢を教えてくれ、
保育士の私に憧れた訳ではなく、先生に憧れてるのね…と苦笑いしたのも良い思い出です。
　これからも夢と希望で溢れる上江別幼稚園あってほしいと思います。
　最後に理事長先生や園長先生、諸先生方に感謝し、ご健勝とご活躍、上江別幼稚園の益々の発展を祈念
申し上げます。

元 PTA会長　輪島 真実「素敵な思い出」

8

　開園 50 周年おめでとうございます。
　娘が通園していた 3 年半、1 度も行きたくないと言わず、毎朝ニコニコ登園し、帰りにはその日あった
事を楽しそうに報告する毎日でした。
　その何気ない日常も、今となっては、とてもキラキラ光る輝かしい幸せな時間だったと思います。
　そして、その充実した毎日を送らせてもらえた上江別幼稚園には、感謝でいっぱいです。
　卒園後も園の前を通る度、楽しかった思い出や、子供達の笑顔、先生の明るい声が、鮮明に蘇って来ます。
そして娘も思い出話を楽しそうにします。
　これからもたくさんの子供達を笑顔に、そして素敵な出会いがある、キラキラした上江別幼稚園であり
ますように。
　この度は、この大切な節目に参加出来、嬉しかったです。
　50 周年、おめでとうございます。

元 PTA会長　井上 晶「輝く上江別幼稚園」
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創立５０周年おめでとうございます。私は今年度よりこの園に勤務させていただいておりますが、長い歴史の
節目の年に立ち会うことができますことを大変うれしく思います。短い期間ではありますが、日ごろ一番に感じま
すことは、先生方と子供たちが本当に楽しそうに、生き生きと日々 の生活を送っているなあということです。そん
な素晴らしい雰囲気がこの園の伝統だと思いますので、それを受け継ぎさらに発展させていけるよう、微力で
はありますが力を尽くしていきたいと思っております。今後ともよろしくお願いいたします。

メッセージ 現教職員

事務長　出頭 一彦「創立５０周年に寄せて」

　上江別幼稚園　創立５０周年おめでとうございます。
　平成２４年７月より事務職員として勤務し、翌年には創立４０周年記念事業に携わらせていただき、今年で１１年目
になりました。
　月日の流れは早いもので、令和５年度は創立５０周年の節目の年になります。半世紀にわたる歴史をたくさんの方々
の力で刻んできた伝統ある上江別幼稚園。その歴史に重みを感じながら、今まで皆様方と歩んでこれたことに感謝し
たいと思います。
　上江別幼稚園のこれからの発展を願い、日々 努力して私自身も成長していきたいと思います。

　私が上江別幼稚園にお世話になり、たくさんの子ども達との出会いが
ありました。入園当初はどの子も緊張した表情で中には泣きながら登園
してくる子もいました。少しずつ園の生活に慣れ、挨拶してくれるようにな
り「幼稚園が楽しい！」「先生、大好き！」と言ってくれる子ども達から
毎日、笑顔と元気のプレゼントをもらっていました。園生活では、楽しい
ことばかりではなく子ども達も壁にぶつかり、苦手なことにチャレンジし泣
いてしまうこともあります。私も一緒に考え乗り越えてきました。これからも
上江別幼稚園の子ども達が、未来へはばたいていけるようにお手伝い
していきたいと思います。

　創立５０周年おめでとうございます。４０周年に引き続き、記念すべき年
に教諭として働けることを嬉しく思っています。上江別幼稚園に勤めて１６年
目になりました。たくさんの子ども達と関わり、パワーや素敵な笑顔をもらっ
てそれが私の原動力になっています。卒園した子どもが大きくなって数年ぶ
りに再会することがあると、大きくなったことに驚きます。私の中では卒園し
た時の記憶のままで止まっているので「本当に〇〇ちゃん？」と結びつかず、
別な子のようにも感じます。卒園してしまうとなかなか会う機会はなくなってしま
いますが、いつまでも幼稚園のことを覚えていてくれたら嬉しいです。これか
らも上江別幼稚園の子ども達と寄り添いながら一緒に様 な々気持ちを共有し
ていけるような教諭でありたいです。

５０周年という節目の年を子ども達とお祝いすることができ、嬉しく思います。
保育実習でお世話になり、職員として採用され、気づくと今年で１３年目に
なり、子ども達と過ごす日々 は驚きと喜びで溢れています。去年の夏に「もし
かして先生？」と声をかけてくれた中学生の女の子。よく見ると「〇〇ちゃん！」
私にとって初めての卒園児でした。今年で高校生になると聞き、感動と喜び
で胸が熱くなりました。卒園後の成長を知ることも、保育者としての喜びです。
これからも、上江別幼稚園が子ども達にとって大切な思い出の場所となりま
すように。

事務　八木 美由紀

教頭　佐藤 百合

主幹教諭、みかん組担任　永谷 美久

ひまわり組担任　松本 麻美

「上江別幼稚園のこれからの発展を願って」

「かがやく　未来へ」

「毎日パワーや素敵な笑顔を
　　　　　　　　　　もらっています」

「子ども達と過ごせる日々に感謝」
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　緑に囲まれた自然豊かな環境で、子ども達は毎日のびのびと元気
に遊んでいます。暖かい時期には、草花を使った遊びに笑顔を輝
かせ、冬になると降り積もった雪に寒さを忘れて体を動かしていました。
時には一緒に虫を飼育して、命の尊さを学ぶこともありました。色々
な経験を重ね、子ども達と共に気づかされることがたくさんありました。
５０年の時を重ね、たくさんの子ども達が思い出を刻んできた上江
別幼稚園に、職員として関わることができて光栄に思います。これか
らもたくさんの子ども達と上江別幼稚園で思い出を作りたいです。

　大切な節目となる５０周年の年に、上江別幼稚園の
一員としてお祝いができることを大変嬉しく思います。自
然豊かなこの幼稚園には、春夏秋冬すべての季節に
子ども達の興味を引くたくさんの発見があります。園庭
で見つけた草花や虫、空に見つけた長い飛行機雲、
雪の上で見つける動物の足跡。子ども達と同じ目線で
見る幼稚園の景色は、いつもキラキラしています。子ど
も達の「発見」に気づきをもらいながら、また、成長
を感じながらこれからも上江別幼稚園で楽しく過ごして
いきたいと思います。

　上江別幼稚園 50 周年おめでとうございます。
　私は上江別幼稚園の卒園生で母園に勤めて良かっ
たです。振り返ってみると運動会でなわ跳びを一生懸命
頑張った記憶があります。他にも発表会で台詞を覚えて
人前で発表したことも思い出しました。田植えをしたりい
ちご狩りをしたりなど行事が盛りだくさんでとても充実して
いて楽しかった思い出しかありません。あと少しで上江
別幼稚園は 50 周年を迎えます。コロナ禍で思うように
行事ができなかったり辛い思いをしたりしました。今後は
できなかった行事が少しでもできるようになっていけたらい
いなと思っています。

　私が小さい頃に、江別に引っ越してきてからずっとそこにあった上
江別幼稚園。
　雨の日も晴れの日も、予想していなかった災害の時も変わらずに
同じ場所にいてくれました。きっと卒園された園児はもちろん、地域
の方 に々とっても、変わらずに、そこにいてくれることは安心できる心
の拠り所だったのではないでしょうか。そんな場所で、縁あって私も
一員に加わることができ、キラキラの未来がある沢山の園児たちと
共に、これからどんな思い出が増えるか楽しみです。開園 50 周年
おめでとうございます。

　創立５０周年おめでとうございます。記
念すべき大切な年に一緒にお祝いができ
ることをとても嬉しく思っています。子ども
達一人ひとりの成長を傍で見守ることがで
きることに、私はいつも喜びを感じていま
す。子ども達は「遊ぶ」ことの天才です。
友だちとの遊びの中でいろいろな発見を
し、ドキドキしながら初めてのことに挑戦
する子ども達を見ていると、そこから学ば
せてもらうことがたくさんあります。子ども
達の小さな発見に驚かされ、挑戦する姿
に喜びを感じる時が私はとても幸せです。
これからも自然に恵まれた上江別幼稚園
で、心が豊かに成長していく子ども達を
応援していきたいです。

　上江別幼稚園の創立５０周年という記念すべき節目に、可愛い子ども達
と一緒にお祝いすることができとても嬉しく思います。
　私が実習生のころからお世話になり今年度で７年目となります。自然豊か
で大きな園庭で、虫や草花の名前など目を輝かせて見つける子ども達と共
に調べ、教えてもらうことで私もたくさんのことを日々 成長させてもらっていま
す。上江別幼稚園の伝統を感じながら、子ども達が毎日たくさんの発見をし
て未来へ繋げていけるよう見守り、微かな手助けをしていけるよう努めていき
ます。

いちご組担任　田村 聖子

ぱんだ組担任　髙橋 千帆

りす組担任　岩谷 華

もも組担任　神 真由美

こすもす組担任　増冨 利恵

うさぎ組担任　八島 希実

「子ども達との思い出」

「幸せな発見の毎日」

「幼稚園の思い出」

「50年、そこにあるもの」

「喜びあふれる時」

「自然の中でのびのびと、共に成長」

「50年、そこにあるもの」

て未来へ繋げていけるよう見守り、微かな手助けをしていけるよう努めていき

「幼稚園の思い出」
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メッセージ 現教職員

　上江別幼稚園の 50 周年記念に参加
できる事を大変光栄に思います。大人で
も息苦しさを感じるこのコロナ禍でも園児
達は、しっかり前を向き日々 成長する姿を
私達に見せてくれます。キラキラの目で
色 な々ものを観察し疑問を持ち質問してき
ます。優しい心でお友達を思いやり時に
は、ほっこりするような声かけをしてくれま
す。大人の私達が反対に癒されることも
あります。このような環境の中で働かせて
いただける事は、年を重ねる毎にとても
有意義な事だと思っております。最後に
これからの上江別幼稚園のご繁栄をお祈
り致します。

　創立 50 周年という大きな節目の年を子ども達と共にお祝いできること
を大変うれしく思います。
　緑豊かな広い園庭では、四季を感じながらいろいろな遊びを見つけ
ることができます。新しい発見に目を輝かせのびのびと過ごす時間が、
心と体の健やかな成長につながっていることを日々 感じています。
　私も微力ではありますが、この素敵な環境の中でまっすぐに伸びてい
く子ども達を見守り、その成長のお手伝いができればと思っています。
50 周年おめでとうございます。

　創立５０周年おめでとうございます。この記念すべき年に上江別幼稚
園の一員として、可愛い子ども達とお祝い出来ることを大変嬉しく思いま
す。子ども達と幼稚園で過ごす中で子どもってすごいな！と思わされること
がたくさんあります。苦手な事を出来るように一生懸命に頑張ったり、友
達と団結をして予想以上の力を発揮したりと、子どもの可能性は無限大
だなと日々 感じています。微力ではありますが、これからもそんな素敵な
子ども達の成長のお手伝いをさせて頂きたいと思います。

　50 周年おめでとうございます。記念す
べき50 周年をお祝いする事ができとて
も嬉しく思います。長い歴史の中で変わ
らない子ども達の笑顔にいつも元気をも
らっています。自然と触れ合い、子ども達
と一緒に過ごす幼稚園での生活は私に
とってもかけがえのない時間です。「遊び」
を大切にする上江別幼稚園。私も全力
で遊び、微力ではありますが子ども達の
成長のお手伝いをさせて頂きたいと思い
ます。

　創立 50 周年おめでとうございます。
この歴史ある上江別幼稚園の職員の一
人として携われていることに大変感謝して
います。
毎日かわいい子ども達の笑顔に癒され楽
しいお話しに耳を傾けて　一緒に遊んで
一緒に笑って過ごすのが私自身の元気の
源です。この緑豊かな上江別幼稚園の
園庭で四季を感じながらのびのびと育っ
ていく子ども達。その子ども達の一人一
人の成長を見守りながら、少しでも成長
のお手伝いが出来るよう尽くしていきたい
と思っています。

　創立 50 周年という幼児教育の長き歴史に微
力ながら携わることができたことを嬉しく思います。
18 年前のくまちゃんくらぶは多くて30 名程の利
用でしたが、今では倍の 60 名近い子ども達で
毎日賑やかです。
　春にはお母さんのお迎えを心待ちにしていた子
ども達も数ヵ月後には「もっと遊びたかったのに」
と涙を浮かべることもありますが、友だちとたくさ
ん遊びたい、もっと○○がしたいという意欲の現
れも嬉しい成長ですね。各クラスでの同年齢や
くまちゃんくらぶでの異年齢の学びの中でのびの
び成長していく子ども達。そして子育てを頑張っ
ているお母さん達のために少しでもお手伝いでき
る様、見守りながら日々 を大切に過ごしていきた
いと思います。

補助教諭　加藤 方子

補助教諭　田部井 恵美

補助教諭　土山 知子

補助教諭　佐久間 幸恵

補助教諭　髙溝 さゆり

預かり保育担当教諭　高野 円香

「純粋な煌き」

「豊かな心を育む時間」

「子どもの可能性」

「笑顔とともに」

「一人一人の成長を
　　　 見守りながら」

「笑いあり、涙ありの子ども達と
　　　　 過ごした18年間」

り致します。

「笑いあり、涙ありの子ども達と
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　上江別幼稚園の創立 50 周年おめでとうございます。
　上江別幼稚園には市内の幼稚園でも屈指の広い芝生

の庭があり、クルミやくわの木をはじめとするたくさんの実がなる木や、
せせらぎの水遊び、四季の移り変わりを感じる豊かな環境に恵まれ
ています。その中で子どもたちがのびのびとほがらかに遊び、自分も
職員として子どもたちの育ちにかかわることができ、充実した毎日を過
ごさせていただいていることに感謝しながらお勤めしております。
　今後も上江別幼稚園のますますのご発展をご祈念いたします。

　創立 50 周年おめでとうございます。我が子が通っていたこの園
に、職員として今、関われていること、とても嬉しく思います。
　保護者の時から、先生方の笑顔が多く、優しく楽しめるよう子ど
もに接する姿を見てきました。我が子とも、いまだに幼稚園の思い
出話をしますが、どの話も楽しそうに目をキラキラさせて話しています。
本当にこの園で良かったな、と親として嬉しく思います。
　今も、一職員として、先生方の姿に変わらない尊敬を持ちつつ、
盗めるところは盗んで、少しでも我が子が感じた先生像に近づける
ように頑張っていきたいです。

事務補助、補助教諭　足立 千夏

補助教諭　岸本 香澄

「豊かな自然の中で」

「保護者として、職員として」

　上江別幼稚園の創立 50 周年おめでとうございます。
　上江別幼稚園には市内の幼稚園でも屈指の広い芝生

の庭があり、クルミやくわの木をはじめとするたくさんの実がなる木や、

　今後も上江別幼稚園のますますのご発展をご祈念いたします。

　創立 50 周年おめでとうございます。我が子が通っていたこの園

補助教諭　岸本 香澄

　上江別幼稚園創立 50 周年という節目の年に、子
ども達と一緒に迎えられたこと、とても嬉しく思います。
　上江別幼稚園の子ども達は、笑顔いっぱい、元
気いっぱい毎日のびのびと過ごし、広い園庭と沢山
のお友達、先生方に囲まれながら心も体もたくましく
成長しています。
　子ども達のキラキラの笑顔、全力で色 な々ことを吸
収し、成長していく姿を守っていくために、微力なが
らお手伝いできたらと思っています。
　これからも上江別幼稚園の更なる発展と子ども達
の健やかな成長を願っております。
　開園 50 周年おめでとうございます。

　上江別幼稚園創立 50 周年おめでとうございます。
　私は 5 年前より、預かり担当として勤務させていた
だく中で、「先生、今日は、くまちゃんだよ」と目を輝
かせながら、声を掛けてくれる子ども達に、いつも元
気と笑顔をたくさんもらいます。そんな、上江別幼稚園
と子ども達との出会いに感謝しながら、成長と笑顔を
見守るお手伝いを、微力ながらさせていただきたいと
思います。

　創立５０周年、おめでとうございます。
この素晴らしい節目の一年を、子ども
たちとともに迎えることができ、大変光
栄です。
　上江別幼稚園に勤務させていただ
いてまだ数年ではありますが、日々 の
びのびと遊ぶ子どもたちや、子どもたち
の声にまっすぐ向き合い、一人一人と
丁寧に関わる先生方の姿が本当に素
晴らしく、こんな素敵な幼稚園でお仕
事をさせていただけていることがとても
幸せだと思っています。
これからも子どもたちの笑顔があふれる
場所でありますよう、微力ながらお力添
えをさせていただきたいと思います。

補助教諭　宮腰 弥生

預かり保育担当教諭　髙橋 恵子

補助教諭　草沢 実耶子

「子ども達の笑顔のために」

「出会いに感謝」

「笑顔があふれる
　　  上江別幼稚園」

　私は 5 年前より、預かり担当として勤務させていた
だく中で、「先生、今日は、くまちゃんだよ」と目を輝

　上江別幼稚園創立 50 周年おめでとうございます。大きな節目に子
ども達と一緒に迎えることができ、喜びを感じています。
　広い園庭がある上江別幼稚園。春は花々 の中で駆け回り、夏はプー
ルに水遊び、秋は木の実拾い、冬は雪山でそり遊び。広い園庭で
四季折 を々感じながら伸び伸びと成長する子ども達の姿を見られるのは
上江別幼稚園の特徴です！
　くまちゃんを利用してくれる子ども達が、四季折々 を感じられる広い園
庭で思い切り遊び、心も体もさらなる飛躍になるよう願いながら、これ
からも1 人 1 人に寄り添い、楽しいくまちゃんになるよう努めてまいります。

預かり保育担当教諭　北川 祐見子
「広い園庭と共に」

　広い園庭がある上江別幼稚園。春は花々 の中で駆け回り、夏はプー

　くまちゃんを利用してくれる子ども達が、四季折々 を感じられる広い園
庭で思い切り遊び、心も体もさらなる飛躍になるよう願いながら、これ

　子供たちと過ごす毎日は、暑い日も寒い日も変わることのない子どもたち
の元気な声、かわいらしい笑顔。
　たくさんの子どもたちと関わる中で、新しい発見や学びがあり、はじめは「で
きない。」「手伝って。」が今までできなかったことに自分から挑戦しようとす
る姿、そしてそれが少しずつ「できるようになったよ！」に変わっていく姿をそ
ばで見守ることができ、喜びを感じています。これからも、子どもたちの成長
の手助けができればいいなと思っています。
　創立 50 周年おめでとうございます。

補助教諭　山下 有美子
「50周年おめでとうございます」
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メッセージ 現教職員

　創立 50 周年おめでとうございます。
　上江別幼稚園の魅力は、広 と々した園庭でそれぞれの季節を
感じながら、沢山の自然に触れ、様 な々体験ができること、そし
て沢山のこどもの笑顔と元気で溢れているところだと感じています。
　沢山のこどもの笑顔に触れながら、こどもと一緒になって園庭を
走り回っているととても幸せな気持ちになります。
　勤務一年目の私は勉強中の毎日ですが、元気いっぱいで可
愛いこどもたちの笑顔に癒されながら、沢山のパワーと元気をも
らっています。この恵まれた環境で、いつも温かくサポートしてく
ださる先生方と大好きなこどもたちと一緒に過ごさせていただきな
がら成長できることに感謝しています。
　上江別幼稚園が世代を越えて続いてゆきますように益々 の発展
をお祈り申し上げております。

　上江別幼稚園創立５０周年おめでとうございま
す。園での勤務はまだ半年あまりなのですが、子ど
も達は不慣れな私をすぐに明るく優しく迎え入れてく
れて、とても感激いたしました。
　自然の中で遊んだり、何気ないおしゃべりをしな
がら子ども達のはじけるパワーを分けてもらっていま
す。これからも可愛い子ども達の成長を見守り、お
手伝いをさせていただけたら私も幸せです。

　創立 50 周年おめでとうございます。記念すべき節目の年をた
くさんの子ども達と迎えられることを嬉しく思います。豊かな自然、
広々 とした園庭、恵まれた環境の中で遊び遊びを通して心も身体
も成長していく子ども達、そこにはいつも元気な声が響きわたり、
元気パワーと癒しをもらうことができます。これからも日々 の生活の
中で、安心して健やかに園生活を送ることができるよう子ども達に
寄り添い、成長のお手伝いができればと思います。
上江別幼稚園の益 の々発展をお祈りしております。

　今から５年前に縁があり上江別幼稚園に嘱託職員として働くこ
とになりました。４０年務めた会社から本学園に入り緊張と不安
の連続でしたが、元気な園児たちの姿と挨拶には多くのエネル
ギーをもらいました。そして感じました。３年間の歳月の園児たち
の成長は驚くほどです。幼児期の教育がいかに大切なのかわか
りました。私も保護者の気持ちになって安全、安心な送迎と環
境施設づくりを微力ながら尽力していきたいと思います。

　開園 50 周年おめでとうございます創立 50
周年のこの年を、園長先生はじめ、各先生方
と迎えられることを、大変うれしく思います。
　平成２８年１月に縁があり本学園に嘱託職員
として勤務することになりました。はじめは子供
達の顔と名前が合わず大変でしたが、１年目、
２年目と、年を重ねる度に名前と顔が一致す
る様になり、子供達１人１人の成長が分かる様
になりました。

　これからも体力の続く限り、１
人１人の成長を見守っていこうと
思います。

　この度、開園５０周年おめでとうございます。上江別幼稚園の子供
達や皆様方と共に開園５０周年を迎えられた事に感謝と嬉しい思いで
す。昨年の２月から勤務させて頂き一年が過ぎました。四季折 の々行
事に携わり、運動会や発表会では、子供達が真剣に取組み、練習
してる姿を見て感動しました。そしてクリスマス会、餅つき、豆まきでは、
子供達が皆、笑顔で楽しんでる様子や鬼を見て驚いてる子も居ました
が、私自身も心から笑顔になり楽しみました。これからも微力ではあり
ますが、安全運転を常に心がけ未来ある子供達の為に勤めて参ります。

　５０周年おめでとうございます。節目である年に一緒にお祝
いができることをとても光栄に思います。上江別幼稚園の特

色の一つである大きな園庭は、本当に魅力的な環境だと思いま
す。子どもの頃自分が好きだった秘密基地ごっこや葉っぱ集めな
ど、この園庭では全てすることができ、きっと子ども達もワクワクし
ながら自分の好きな遊びを見つけられるそんな環境であるんだと
思います。子ども達と虫探しを楽しんでいるうちに、今までなんとな
く敬遠していた虫達にも愛着が湧くようになりました。毎日沢山の
発見が生まれる、素敵な園庭です！

補助教諭　加藤 瑞華 預かり保育補助　山田 陽子

補助教諭　松井 美恵子

きりんバス運転手　對馬 良勝

くまバス運転手　弦谷 薫

ぞうバス運転手　三吉 直仁

補助教諭　三嶋 彩夏　

「こどもたちの元気な笑顔と一緒に」 「子ども達の成長を見守りたいです」

「豊かな環境を通して」

「開園 50周年を迎えて」

「開園 50周年を迎えて」

「開園５０周年おめでとうございます」

「子どものワクワクが
　　　　いっぱい詰まった園庭！」
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メッセージ 元教職員

メッセージ 卒園児

　記念すべき五十周年を迎えられましたことに心
からお祝い申し上げます。
　たくさんの自然に触れカエルやクローバー探し、
冬は大きな雪山でのそり滑りが思い出深いです。
　これからも笑顔溢れる幼稚園であってほしいと
思います。

　創立５０周年を迎えられますことを、心からお祝い申し上げます。
　数年の間ではございましたが、職員として関わらせていただいたこと
に感謝いたします。
　朝日が昇る園庭。芝生の朝露。カエルの大合唱。天を仰ぐ向日葵。
甘酸っぱいラズベリーに、可憐なジャガイモの花。空いっぱいのとん
ぼに、一面かかる虹。そして、白銀の世界に現れる、巨大な山！（笑）
　春夏秋冬、子ども達と過ごした日々 は私の宝物となり、退職した現
在でも昨日のことのように思い出してはニヤニヤしております。夕暮れの
職員室、先生方と子ども達の「本日のエピソード」を話す時間が大
好きでした。誰もが笑顔で、窓から入る夕日が眩しく、お寺の鐘がな
る・・・お迎えに来られたお母さんとの温かい会話。毎日心の栄養
をいただきそれが活力となり、翌朝また子ども達を迎える・・・幸せ
なルーティンでした。
　今後も、太陽のような先生方のもと、子ども達の笑顔が満開になり
ますように！
　益 の々ご発展をお祈りしております。ありがとう
ございました。

　創立５０周年おめでとうございます。
　２０１８年から５年間務めさせていただき、たくさん
の経験をすることができました。毎日が模索の日々 で
したが、温かい先生方のご指導のもと、子どもたちと
共に成長することができました。行事が終わるごとにク
ラスの仲が深まり、成長していく子どもたちの姿に感
動の毎日でした。広い園庭でおにごっこをしたり、ク
ラスの中でびゅんびゅんごまを練習したり、たわいの
ない日常が私にとってかけがえのない宝物です。
　これからも上江別幼稚園でいろいろな物語が紡が
れていくことを楽しみにし、ますますの発展を願ってい
ます。

　ぼくは幼稚園生活で様 な々事に挑戦しました。まずは、びゅんびゅんごまです。一つ回しから始まって、５つ同時
に回して成功すると、金のびゅんびゅんごまがもらえます。そしてぼくはたくさん練習を積み重ねて、金のびゅんびゅん
ごまを見事ゲットしました。次は、なわとびです。色んなとび方があり、全てクリアすると金のごほうびシールが貼れます。
ぼくはそのなわとびを１日で全てクリアしました。これは今もぼくの自慢です。他にも、のぼり棒や、あやとり、おりがみ
など、たくさんのことに挑戦し、努力してきました。おかげでぼくは、今でもがんばる力が身につきました。あきらめず
に努力することは、成功につながると教わったのは幼稚園です。きっとぼくは、先生たちがはげましてくれたり、ほめ
てくれたりしてくれたおかげで今の自分がいると思います。たくさん学べて成長できた上江別幼稚園は最高です。

　創立 50 周年誠におめでとうございます。
　私は平成 16 年から３年間お世話になりました。年長の頃に
行われたお泊り会では、初めて親元を離れ子供たちだけで宿
泊する楽しみと不安を抱えながら参加しました。皆でカレーを食
べ、夜は園庭で花火を見たことを今でも鮮明に覚えています。
不安を持ちながらも楽しめたのは常に優しく見守ってくれていた
先生方のお陰です。先生方に憧れ私も保育の道に進みました。
　これからも上江別幼稚園の独自の方針を貫き子供たちが笑
顔で毎日を過ごせる、そして、多くの友達と仲良くできる園であっ
て欲しいと思っています。

　上江別幼稚園 50 周年おめでとうございます。
　入園時、早生まれで他の子よりも小さく、オムツ持参
で母と離れ毎日泣いていたと聞いています。
　そんな私も気がつけばたくさんのお友達と走り回り、
バケツいっぱいのワラジムシを母へのお土産に持ち帰り
先生も母も驚き笑ったことは、今でも良い思い出になっ
ています。
　私は今こども学科で学んでいます。
　手のかかる私に寄り添ってくれた先生方に感謝しつ
つ、私も子供達に寄り添える人になりたいです。
　私のような卒園児の為にも、これからも変わらず大切
な場所としてあり続けてください。

元教諭　山下 絵美
元職員　福田 遵子

元教諭　奈良 歩香

H28年度卒園　岸本 善太

H18年度卒園　飯島 美穂

H21年度卒園　小林 陽菜

「50周年を迎えて」
「上江別ほっこりタイム」

「たくさんの宝物」

「ぼくの幼稚園生活」

「幼稚園生活の思い出の今」

「たのしかった幼稚園生活」

　記念すべき五十周年を迎えられましたことに心

元教諭　山下 絵美

「たのしかった幼稚園生活」

　益 の々ご発展をお祈りしております。ありがとう
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● 歴代　記念誌の写真

● 歴代　園舎の写真 ● 歴代　園バスの写真

上江別幼稚園  50年のあゆみ
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　上江別幼稚園創立 10 周年記念誌に、
創立者の佐藤龍蔵の挨拶が掲載されてい
るので抜粋して紹介します。
　「私が上江別に幼稚園の開設を思い
たったのは、当地は私の小学校時代を過
ごした故郷であります。私の生まれた所

は野幌すじかい所で、4 才の時上江別に移住しました。当
時は早苗別と言っておりました。野幌から出て来た時は、
現在の越田商店のところでした。父は石狩川治水事務所に
勤務しており、母は牛を 3 頭位飼っており、私は小学校 4
年生位から、春 5 月頃から 11 月頃まで毎日学校から帰っ
て来ると牛をつれて早苗別から野幌千古園まで牛に道端の
草をたべさせながら 2 時間位で帰ってく来るのでした。母
は私が牛を引いて帰るのを待っていて、すぐに乳しぼりを
はじめ、私はその間に隣近所の仲間とチャンバラバラ戦争
ごっこで遊んだことが 60 年過ぎさった今もあざやかに想
い出されます。この故郷であり、私の少年らしい生き方の
できた上江別に、私の人生観である人間らしい生き方を考

えた、幼児教育の場として上江別幼稚園を建設した次第で
あります。幼稚園に入園することは親離れの第一歩であり、
集団生活の第一歩でもあります。この時から人格形成の下
地作りが始まります。教師は一人一人の個性を見ながら保
育をしますが、子ども達の自然な発達を大切にして、教師
の愛情が豊かに伝えられる環境を作りたいと思います。特
に健康な体づくり、仲間との協調、自主性を培うことを
建学の基本理念とする所であります。子どもの健康は遊び
の中で育っていきます。「よく遊ぶことが、よく学ぶ」事
となります。遊びは必ず相手を必要とします。そこに友と
共に生き協力するという社会性が育ちます。多くの仲間と
のかかわりの中で自主独立の気がまえもつくられていきま
す。このようにして親への依存から自立していく下地が
育っていくのです。上江別幼稚園は、子ども達のうちにひ
そんでいる豊かな可能性を伸ばし、人間らしくいきていく
たくましい力を育てたいと念願しております」 

昭和 49 年 4 月創立　
理事長 - 佐藤龍蔵　　　園長 - 丹巌　　　ＰＴＡ会長 - 郷正雄
認可定員 -90 名　　 　 園児数 -65 名　　学級数 -2 学級
職員数 -5 名　　　　 　遊戯室 -1　　　　スクールバス送迎
園地 -1,983㎡　　　  　園舎 -325㎡　　 グラウンド -1,455㎡

≪初代理事長の建学の理念～創立 10 周年記念誌より≫  

初代理事長　佐藤龍蔵　幼稚園を創立した建学理念
現理事長　佐藤隆志へと受け継がれた上江別幼稚園 

初代理事長
佐藤龍蔵

（在任期間 昭和 49 年～平成 12 年）

 平成 5 年度【新園舎落成記念式典】【創立 20 周年記念】
ゆめみ野地区の造成とともに園児数も増加した。7 月に新園舎が上江別に移転し新園舎落成記念式典と祝賀会を開
催し、創立 20 周年記念式典も同じ年に行った。

新園舎の工事 地鎮祭 新園舎 【新園舎落成記念】
岩田園長　挨拶

20 周年記念
「なかよし発表会」

 昭和 49 年

第 1 回入園式

 昭和 59 年度【創立 10 周年記念式典】
10 月に創立 10 周年記念式典と祝賀会を開催した。記念誌の発行と園章を制定する。子ども達は神輿作り町内を練
り歩きました。

五十嵐園長　挨拶 表彰　砂川さん 園児神輿 園児神輿練り歩き

昭和49年に開園した上江別幼稚園
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　上江別幼稚園創立 40 周年記念誌に、佐
藤隆志の挨拶が載されているので抜粋し
て紹介します。
　「創立者である初代理事長故佐藤龍蔵の
郷土のために役立ちたいという願いから、
上江別地区の人々の協力を得て本園が設

立されました。～本園は創立以来「健康な体づくり・仲間
との協調性・自主性を培い、よく遊ぶことがよく学ぶこと」

という建学の理念を歴代の園長と教職員の先生方が引き継
いで、子どもを愛する熱いおもいで保育・教育活動の実践
に励んできました。幼児教育は、人間形成の基礎を作ると
いわれています。建物で例えれば土台にあたるのが幼児教
育で、これからますます重要になると確信しています。創
立 40 周年を契機として、これからの子ども達がみらいに向
かって生きるために、なお一層ふれあいとぬくもりのある
建学理念を再確認し、施設設備の充実も図る所存です」

≪２代目理事長 佐藤隆志の建学の理念～創立 40 周年記念誌より≫
２代目理事長　佐藤隆志 幼稚園教育と施設整備のあゆみ

理事長
佐藤隆志

（平成 12 年 4 月に就任～）

 平成 15 年度【創立 30 周年記念式典】

園舎と看板 理事長　挨拶 山本園長　挨拶 園児ダンス発表
 平成 25 年度【創立 40 周年記念式典】

木村園長　挨拶

プール工事 2

ポニー

40 文字カード

プール工事 3

やぎ

ひまわりカード

プール完成 4

車庫

プール工事１

プール 5

園舎全景　航空写真

 平成 12 年度  平成 14 年度

【りんご狩り】【雪中運動会】

【新職員室を増設】
平成 14 年 1 月に新職
員 室 を 2 階 に 建 て 増
し、平成 15 年度から
7 学級から 8 学級へと
編成し変更した。

 平成 13 年度

【豆まき】

【預かり保育】
【未就園児ちびっこ広場】
子 育 て 支 援 を 充 実 の た
め、未就園児のちびっこ
広場と預かり保育の試み

（平成 13 年 1 月 20 日開
始）の開設

 平成 12 年度

【第１回未就園児ちびっこ広場】
いも植え

【クリスマス会】
キャンドルサービス

平成 12 年度
（2000）

~
令和 4 年度
（2022）
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理事長が飼育小屋を建てミニ
動物園を開設。ポニーの親子、
ヤギ 2 頭、うさぎが 2 羽を飼
育し、動物とたくさんふれあ
いました。

 平成 26 年度

【木製遊具】
理事長が「ツリーハウス」を
子ども達へプレゼント！
遊びの活動が広がりました。

 平成 27 年度

【木製遊具】
理事長の持っている山から木
を伐採して「まるたわたり」
が完成しました！

 令和元年度

【ひまわりハウス】
ひまわりの花の色と同じく、
黄色に塗装しました。子ども
達は休憩したり涼んだりして
憩いの場になっています。

【創立 50 周年記念事業】
園舎周りに不審者や小動物の
侵入の対策として、木柵から
フェンスに更新しました。

 令和 4 年度

【園舎改修工事】
屋根の板金張替えと塗装をし
て、緑の屋根から赤い屋根の
園舎になりました。

【大型遊具の更新】
平成 11 年「ウルトラユニオ
ンサークル」が設置され、長
い年月を楽しく遊びました。
新しい「げんきキッズランド　
ミドルセット」も大人気です。

【ブランコの更新】
【砂場の枠更新】

 令和 3 年度
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猪又  佐藤  木山      八木     上村  佐藤  木村  三角  清野  森 新森  松本  髙橋  佐藤  上村  木村  八木     弦谷  三角  對馬

麓     今　　  五十嵐  山本  高橋　　砂川  成瀬

岸本  田部井  土山  福田  奈良  永谷  石船  八島  足立

木次　大水　笹原　　菊地　　海老　 片山

近藤　　五十嵐　　佐々木

三角　　藤田　　三浦　　中野　　高橋　　板山

小野　　清水　　伊藤　蔵野　　平口　　原

高野  髙橋  北川    佐久間  大泉  勝田     加藤  草沢      髙溝    宮腰

松井　　木村　　福盛田　　三角

長尾　　松井　　深沢　　近藤

白山　勝亦　　 谷江　　二谷　長尾　石橋

高野  小川  松井    髙橋    岩間  菊地  永谷  高橋  相馬

村木  増冨  田部井  岸本    進藤  佐久間  加藤

麻美  百合  想代子  美由紀  美幸  隆志  吉憲  裕一  義巳  廣孝 彩夏  麻美  千帆  百合  美幸  吉憲  美由紀  薫     裕一  良勝

美絵  つち子  知美　  佳夫  美智子  美穂  由紀

香澄  恵美     知子  遵子  歩香  美久  聖子  希実  千夏

範子　弥生　あずさ   絵美　　義征    政幸

範子　　威夫　　　康子

裕一　　あけみ　由佳　 　美香　　美智子　靖

智恵子　小夜子　範子　加奈子　冨美子　誠一

円香  恵子  祐見子 幸恵     由紀  真由子  方子  実耶子  さゆり  弥生

美恵子　恭子　　志真　　　裕一

静生　　美幸　　三咲花　かおり

謹也　久美子　さゆり　裕美　悦子　貴代美

円香  和美  美恵子  亜依  美久  絵美  美久  美帆  淑子

香織  利恵  恵美     亜希子 羊子  幸恵     方子

昭和 52 年 11 月職員写真

平成 5 年 11 月（20 周年）職員

平成 25 年 11 月（40 周年）職員

昭和 59 年（10 周年）職員写真

平成 15 年 4 月（30 周年）

令和 3 年 1 月職員

50年の歴史を築いてきた上江別幼稚園教職員
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発表会絵本 16 年間のあゆみ

いちご ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ こあら

19

２
０
０
７

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

20

２
０
０
８

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

21

２
０
０
９

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

22

２
０
１
０

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

23

２
０
１
１

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

24

２
０
１
２

いちご もも みかん ひまわり こすもす うさぎ りす ぱんだ

25

２
０
１
３

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

26

２
０
１
４

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

27

２
０
１
５
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いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

28

２
０
１
６

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

29

２
０
１
７

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

30

２
０
１
８

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

31

２
０
１
９

いちご もも ひまわり こすもす さくら うさぎ りす ぱんだ

32

２
０
２
０

いちご もも みかん ひまわり こすもす うさぎ りす ぱんだ

33

２
０
２
１

いちご もも みかん ひまわり こすもす すみれ りす ぱんだ

34

２
０
２
２

● 令和４年度　発表会
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上江別幼稚園では、お店屋さんごっこで各クラス何屋さんをするか、何を売るか子ども達と話し合いをして決めて
います。お店屋さんごっこの日が近くなるとクラスの入り口に看板やメニュー表がはり出され、何を買おうか相談
している子ども達の姿が見られます。当日は、品物を売るだけではなく「お化け屋敷」「温泉」など体験型のお店
があり、様々な体験を通して全園児で楽しんでいます。「いらっしゃいませ！」「〇〇 1 個 10 円だよ！」と呼び込
みの声がかかり大賑わいです。

年長組　りす組 年長組　ぱんだ組

年少組　いちご組 年少組　もも組 年少組　みかん組

年中組　ひまわり組 年中組　こすもす組 年中組　すみれ組

お面、
いかがですか～

いっぱい
買っちゃった♡

いらっしゃいませ！！

上江別幼稚園お店やさんごっこ
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よもぎやたんぽぽを自分たちで摘み、マスクやハンカチに染めました。

2 色以上の絵具を混ぜたり、絵具と草木から出した色水をまぜたり、気分は研究者！！

幼稚園の周りで幼虫を見つけ、飼育ケースに入れて観察。みんなでノラニンジンを集めてきて、お世話もたく
さんしました。ついに、さなぎから蝶に変身！！

興味深々！

● 染め物あそび

● 色水遊び

● キアゲハの観察

よもぎ染め

幼虫 さなぎ キアゲハ

たんぽぽ染め
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令和元年までは田植えを行っていましたが、令和 2 年度からどろの感触をより感じられる活動をしています。

プール、せせらぎ、ミストがあり、遊び方は様々です。せせらぎの噴水から出てきた水の下に手を合わせて修
行僧のような子も・・・

● どろんこ遊び

● 水遊び　プール
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上江別幼稚園では、平成 11 年 1 月 25 日（2 名）、26 日（1 名）、27 日（9 名）から施行実施し、預かり保育実施
平成 12 年度 4 月から本格的に預かり保育開始しました。
預かり保育の利用者は年々増加傾向でしたが、平成 21 年度に朝くま預かり料金廃止、平成 23 年度に料金を 1 単位
時間に 100 円に改定をしたことで、更に増加しました。現在は、デジタル化が進み登園、降園管理は iPad を使用
しています。毎日、年少から年長の子ども達が一緒に活動し楽しく遊んでいます。

夏休みの流しそうめん

手作りうどん

おやつ作り

お正月のかきぞめ

冬の飛鳥山公園でそり滑り

江別高校ボランティア部

みんなで食べる
とおいしいね

のばして～
きって～

上手にかけたでしょ！

お兄さん、お姉さん
といっぱい遊んだよ

平成 11 年 1 月 24 日預かり保育開始
預かり保育（くまちゃんくらぶ）のあゆみ
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　上江別幼稚園では、平成 12 年度より未就園児のちびっこ広場を開設しています。
　開設第１回目は平成 12 年 5 月 24 日にいも植え体験活動を行っています。現在では、年間 10 回程度開催し、年
長さんとお店屋さんごっこやちびっこ運動会など様々な活動を行っています。上江別幼稚園のちびっこ広場は、未
就園児の交流の広場として、充実、発展してきています。 

平成 12 年 5 月 24 日ちびっこ広場開催

H12.5.24 ちびっこ広場いもうえ

H25.7.22 水遊び

H29.7.14 ちびっこ広場お店屋さんごっこ

H15.8.27 アンパンマンに変身

H27.12.4 クリスマス会

H25.6.13 園庭遊具で自由遊び

H25.5.17 コーナー遊び

H30.9. クラス交流会

● 平成 12 年度　上江別幼稚園　ちびっこ広場開設の年の活動の様子

ちびっこ広場のあゆみ
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札幌佐藤学園 上江別幼稚園 創立 50 周年記念誌

資料編

資料編 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      27　
　・50 周年のあゆみ ( 沿革史年表 )  　　　　　　　　　　　　　    28
　・上江別幼稚園の環境・施設  　　　　　　　　　　　　　　　    34
　・令和 5 年度教職員写真・ＰＴＡ役員名簿  　　　 　　　　　    37
　・編集後記  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    38
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年 ･ 月 上江別幼稚園　沿革の事がら（工事等を中心に）
昭和 48 年度
48･ 9 後閑設計事務所に幼稚園園舎の設計依頼／石塚相互建設株式会社と工事契約 
48･12 学校法人札幌佐藤学園及び上江別幼稚園の認可／初代理事長佐藤龍蔵氏 ( 創立者 ) 選出 
49･ 1 園児募集開始 
昭和 49 年度 園長　丹　巌　　ＰＴＡ会長　郷　正雄　 　定員 80　園児数 65　学級数 2　職員数 5 
49･ 4 開園式並びに園舎落成式､ ＰＴＡ創立総会 

年少３０、年長３５ 
上江別南町 32 － 2　園地 1，983㎡　園舎 325㎡ 
グラウンド 1，455㎡　保育室２　遊戯室１ 
スクールバスで送迎する 

49･ 5 グラウンド整備　郷土建 
49･ 6 ブランコ、低鉄棒､ ジャングルグローブ､ タイコ橋施設 
49･ 9 園長　千葉　貴美子 
昭和 50 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　砂川　堅造　 　定員 80　園児数 96　学級数 3　職員数 6 
50･ 4 年少３３、年長６３ 
50･ 5 砂場､ 足洗い場施設 
50･ 8 大雨で保育室浸水 

体育館増築 (194㎡ ) 
昭和 51 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　砂川　堅造　　定員 120　園児数 131　学級数 4　職員数 7  
51･ 4 年少２８、年長１０３ 
51･ 5 園舎のまわりにニオイヒバ植樹 
51･ 9 車庫新築する 
昭和 52 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　砂川　堅造　 　定員 120　園児数 128　学級数 4　職員数 7 
52･ 4 年少３２、年長９６ 
昭和 53 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　稲垣　博志　　定員 120　園児数 136　学級数 4　職員数 7  
53･ 4 年少３０、年長１０６ 
53･ 9 園歌制定　作詞 : 藤倉徹夫氏　作曲 : 武藤敏郎氏 
昭和 54 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　紙谷　勝広　 　定員 120　園児数 129　学級数 4　職員数 7 
54･ 4 年少３０、年長９９ 
昭和 55 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　紙谷　勝広　 　定員 120　園児数 125　学級数 4　職員数 7 
55･ 4 年少３０、年長９５ 
55･ 7 トイレ増築 
昭和 56 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　泉　智子　 　定員 150　園児数 125　学級数 4　職員数 7 
56･ 4 年少３５､ 年長９２ 
56･ 8 石狩川堤防決壊により水害をうける 

再度の集中豪雨で浸水､ そのため４日間休園 
57･ 1 江私幼教職員研修会を開催 
昭和 57 年度 園長　原　誠一　ＰＴＡ会長　泉　智子　 　定員 150　園児数 125　学級数 4　職員数 7 
57･ 4 年少３５、年長９０ 
昭和 58 年度 園長　五十嵐威夫　ＰＴＡ会長　吉田六津子　 　定員 150　園児数 98　学級数 4　職員数 7 
58･ 4 年少２７、年長７１ 
58･ 8 園舎外壁塗装及び体育館西側外壁に絵をかく／職員室内壁塗装 

上江別幼稚園の沿革
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58･ 8 図書室を調理室に改装する 
昭和 59 年度 園長　五十嵐威夫　ＰＴＡ会長　高橋　初代　 定員 150　園児数 124　学級数 4　職員数 7 
59･ 4 年少５０、年長７４（３歳児６名は年少組と同一保育とする） 
59･10 創立１０周年記念式典､ 祝賀会､ 記念誌発行 

園章制定する　制定者 : 伊藤分之氏 
昭和 60 年度 園長　五十嵐威夫　ＰＴＡ会長　高川　裕子　定員 150　園児数 129　学級数 4　職員数 7 　 
60･ 4 年少４８、年長８１／１学級増築する（５学級編成） 
60. 8 園玄関前舗装 
昭和 61 年度 園長　五十嵐威夫　ＰＴＡ会長　石黒　博子　 定員 150　園児数 131　学級数 5　職員数 7 
61･ 4 年少４９（３歳児５）､ 年長８２ 
昭和 62 年度 園長　五十嵐威夫　ＰＴＡ会長　岸本登代子　 定員 150　園児数 147　学級数 5　職員数 8 
62･ 4 年少５３（３歳児２）､ 年長９４ 
昭和 63 年度 園長　五十嵐威夫　ＰＴＡ会長　西山　澄枝　 定員 150　園児数 168　学級数 6　職員数 9 
63･ 4 年少１１､ 年中６７､ 年長９０ 

３歳児１１名入園のため１学級増（６学級編成） 
職員室を３歳児学級 ( いちご組 ) に模様替え 

63･ 5 職員室をプレハブで増築する 
63･10 消火栓工事､ 水槽取り付け工事をする 
64･ 2 職員室の土台をコンクリートにする／防寒フェンスを作る 
平成元年度 園長　岩田　正　ＰＴＡ会長　大和田千鶴子　定員 150　園児数 190　学級数 6　職員数 10 
元 ･ 4 年少１７､ 年中７４､ 年長９９ 
元 ･ 5 屋根工事 
元 ･ 8 うさぎ小屋完成 
元 ･ 9 グラウンド拡張 
平成 2 年度 園長　岩田　正　ＰＴＡ会長　高柳　美月　 定員 150　園児数 177　学級数 6　職員数 11 
2. 2 保育室廊下､ 床上浸水床じゅうたん取替え 
2. 4 年少１１､ 年中７２､ 年長９４ 
2. 5 塀作り完了園前側溝工事 
平成 3 年度 園長　岩田　正　ＰＴＡ会長　草野　綾子　 定員 150　園児数 178　学級数 6　職員数 11 
3. 4 年少１８､ 年中６９､ 年長９１ 
3.11 トイレ水洗工事 
平成 4 年度 園長　岩田　正　ＰＴＡ会長　星　裕子　 定員 150　園児数 187　学級数 6　職員数 11 
4. 4 年長１０６､ 年中６４､ 年少１７ 
4. 6 園長就任　板山　靖 
平成 5 年度 園長 板山　靖　ＰＴＡ会長　相馬　芳佳　 定員 150　園児数 206  学級数 7　職員数 12 
5. 4 年少２０､ 年中７７､ 年長１０９ 
5. 7 新園舎に引越し 
5. 8 新園舎落成記念式典並びに祝賀会 
5･10 ブランコ、ジャングルグローブ設置 
5･11 ステージ幕完成 
平成 6 年度 園長 板山　靖　ＰＴＡ会長　稲葉　幸子　 定員 150　園児数 243  学級数 7　職員数 14 
6. 4 年少３０､ 年中１１３､ 年長１００ 
平成７年度 園長 板山　靖　ＰＴＡ会長　三澤　里　 定員 190　園児数 260  学級数 7　職員数 14 
7･ 4 年少３８､ 年中１１０､ 年長１１２ 
平成 8 年度 園長 板山　靖　ＰＴＡ会長　木滑　幸江　 定員 190　園児数 249  学級数 7　職員数 14 
8. 4 年少３１､ 年中１０９､ 年長１０９ 
8. 8 道路トラフ作業　外水道移設 
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平成 9 年度 園長 板山　靖　ＰＴＡ会長　木滑　幸江　 定員 240　園児数 226  学級数 7　職員数 14 
9. 4 年少３２､ 年中８１､ 年長１１３ 
平成 10 年度 園長 板山　靖　ＰＴＡ会長　郷　里見　 定員 240　園児数 210  学級数 7　職員数 14 
10. 4 年少３１､ 年中８９､ 年長９０／地下泥水汲み上げ､ 薬剤散布 
10. 7 除雪機物置完成 
11. 1 預かり保育の試行実施 
11. 2 ひよこ ･ めだか教室工事 
平成 11 年度 園長 板山　靖　ＰＴＡ会長　郷　里見　 定員 240　園児数 212  学級数 7　職員数 14 
11. 4 年少１９､ 年中９０､ 年長１０３ 
11. 6 各保育室手洗い場修理 
11. 9 台風１８号による被害 ( 園庭時計破壊、玄関前柵倒壊 ) 
11･12 少子化対策特別交付金による外遊具 ｢ウルトラユニオンサークル｣ 設置 
平成 12 年度 園長　山本　佳夫　ＰＴＡ会長　鈴木　泰恵　定員 240　園児数 163　学級数 7　職員数 13 　 
12･ 4 年少１０､ 年中７８､　年長７５預かり保育開始 
12･ 5 預かり保育の開始、未就園児ちびっこ広場の開始 
12･ 7 2 代目理事長佐藤隆志選出 
12･ 9 園庭柵完成 園庭整地 ( 砂 ) 
13･ 1 試行給食開始（ご飯、パン） 
平成 13 年度 園長　山本　佳夫　ＰＴＡ会長　高橋　美和　 定員 240　園児数 170　学級数 7　職員数 13 
13･ 4 年少１９､ 年中８２､ 年長６８／給食開始 
13･ 7 夏季休業での預かり保育実施 
13･10 幼年消防クラブ結成式 
13･11 汚水管､ マンホールエ事 ( ポンプ ) 、屋根のヒーター取り付け（ひよこ組、めだか組） 
13･12 冬季休業預かり保育実施 
平成 14 年度 園長　山本　佳夫　ＰＴＡ会長　飛騨　桂子　 定員 240　園児数 218　学級数 7　職員数 16 
14･ 4 年少３０､ 年中９７､ 年長９０／園バス３台で運行 
14･ 5 園舎前丸太門完成 
15･ 1 新職員室､ 新年少保育室完成 
平成 15 年度 園長　山本　佳夫　ＰＴＡ会長　飛騨　桂子　 定員 240　園児数 249　学級数 8　職員数 17 
15･ 4 年少３１､ 年中１１３､ 年長１０５／園児増加により 1 学級増 
15･ 6 パークゴルフ施設完成 
15･ 7 防犯テレビカメラ設置／園舎セコムによるセキュリティ開始 
15･ 9 創立３０周年記念式典 ･ 記念パンフレット発行 
平成 16 年度 園長　山本　佳夫　ＰＴＡ会長　矢嶋理恵子　 定員 240　園児数 257　学級数 8　職員数 18 
16･ 4 年少３２、年中１０５、年長１２０ 
16･ 8 園庭ログハウス完成 
平成 17 年度 園長　山本　佳夫　ＰＴＡ会長　矢嶋理恵子　 定員 240　園児数 247  学級数 8　職員数 19 
17. 4 年少４４年、中９９、年長１０４ 
17･ 6 放送機器（アンプ）外スピーカー設置工事 
平成 18 年度 園長　山本　佳夫　ＰＴＡ会長　水本美由紀　 定員 240　園児数 229  学級数 8　職員数 19 
18. 4 年少２２年、年中１０６、年長１０１ 
18. 5 砂場移動新設工事完成 
18. 7 玄関オートロック工事完成 
18. 8 屋根張替、園舎塗装工事完成／水遊び場「せせらぎ」工事完成 
19. 2 園バス３台新車購入 
平成 19 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　水本美由紀　 定員 240　園児数 221  学級数 8　職員数 20 
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19. 4 年少２９、年中７９、年長１１３ 
19. 5 駐車場用地として砂川さんより土地購入 

上江別幼稚園のホームページ開設 
ログハウス内にテーブル７台設置 
ホールの壁板張り、全面塗装工事 
園舎横の歩道の舗装工事 

19. 8 裏門設置工事／園庭に木製遊具設置 
平成 20 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　渋谷貴美子　 定員 240　園児数 233  学級数 8　職員数 20 
20. 4 年少３９、年中１０５、年長８９ 
20. 8 保育室床をタイルからソフトシートに張り替え工事 
20. 9 駐車場フェンス設置工事／園庭にあずま屋建設、風見鶏設置 
平成 21 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　渋谷貴美子　定員 240　園児数 228  学級数 8　職員数 20 
21. 4 年少３８、年中８３、年長１０７／職員室の改装と保健室の設置／ＡＥＤの設置 
平成 22 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　佐々木康代　 定員 240　園児数 229  学級数 8　職員数 22 
22. 4 年少４４、年中８４、年長９７ 
22. 5 園庭にあずま屋に壁、扉、窓取り付け工事／各教室に空気清浄器設置 
22. 8 園舎周囲の木柵の全面更新 

水遊び場せせらぎにビニールハウス設置 
北私幼教育研究会道央ブロック大会公開保育 

22. 9 砂場に屋根、柱、ネットの設置 
平成 23 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　関川　祐加　 定員 240　園児数 239  学級数 8　職員数 22 
23. 4 年少３９、年中１０５、年長８９／携帯メールメイトによる保護者への一斉配信開始 
23. 6 せせらぎビニールハウスの延長 

歩きの門鉄製に更新、正門の扉更新 
平成 24 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　関川　祐加　 定員 240　園児数 245　学級数 8　職員数 24 
24. 4 年少４４( 満３才 1)、年中９０、年長１０４ 
24.11 園バス車庫の建設完了 
24.12 圧雪車ピステンプーリー購入 
平成 25 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　塚本はるみ　 定員 240　園児数 245　学級数 8　職員数 25 
25. 4 年少７５( 満３才３名 )、年中７３、年長９６ 
25. 6 創立 40 周年記念事業（プール購入） 
25. 8 ポニー、ヤギ、ウサギの飼育（２カ月レンタル） 
25. 9 創立４０周年記念式典／記念誌、つぶやき集発行 
平成 26 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　藤井　志保　 定員 240　園児数 245　学級数 8　職員数 25 
26. 4 年少６０、年中９８、年長８２ 
26. 8 ポニー、ヤギ、ウサギのミニ動物園開設 
平成 27 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　庄野　由佳　 

定員 240　園児数 245　学級数 8　職員数 25（年度末園児数 262 名） 
27. 4 年少５８、年中８７、年長１０１ 
27. 6 ツリーハウス建設 
平成 28 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　井上　晶　 

定員 240　園児数 246　学級数 8　職員数 25（年度末園児数 250 名） 
28. 4 年少６２、年中８８、年長９６ 
28. 7 年少中保育室に手洗い場設置 
29. 1 屋根ダクト凍結、こすもす、さくら、うさぎ天井水漏れ 
平成 29 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　井上　晶　 

定員 240　園児数 248　学級数 8　職員数 30（年度末園児数 252 名） 
29. 4 年少５９、年中９４、年長９５ 
29. 7 玄関靴箱改修工事、玄関風除室設置　 
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平成 30 年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　澤口　明菜　 
定員 240　園児数 233　学級数 8  職員数 30（年度末園児数 242 名） 

30. 4 年少５７、年中８０、年長９６（満３才４） 
30. 5 園庭整備（土入れ、転圧） 
30. 7 大人トイレ改修工事 
30. 8 ポニー、ヤギのミニ動物園の開園 
30. 9 台風による被害（５日）①車庫のシャッター②ともだちハウス屋根 

北海道胆振東部地震（６日）停電、断水のため休園（７日）　 
令和元年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　輪島　真実　 

定員 240　園児数 229　学級数 8　職員数 30（年度末園児数 242 名） 
31. 4 年少６７、年中７３、年長８９（満３才９） 
元 . 8 新規正門設置　　 

ポニー、ヤギのミニ動物園の開園 
新規木製遊具山のぼり設置 

元 . 9 新規木製遊具丸太わたり設置 
元 .10 臨時理事会、評議会　施設給付を受ける幼稚園への移行を決定 
2.2 北海道の鈴木知事は、新型コロナウイルスの感染が教育現場にも広がっていることから、２月

２５日に道教育委員会に対し全ての公立学校の休校を検討するよう要請した。 
北海道知事の要請を受け、新型コロナウイルス感染拡大防止措置として、２月２７日から３月８
日の１１日間、休園を決定した後、内閣総理大臣が全国一斉休校を要請、江別市において３月
２５日（水）まで市内小中学校の休校の延長が決定され、上江別幼稚園も同様に休園を決定した。 

2.3 新型コロナウイルス感染対策～第 46 回卒園式を実施、修了式は中止 
令和２年度 園長　木村　吉憲　ＰＴＡ会長　輪島　真実　 

定員 240　園児数 207　学級数 8　職員数 28（年度末園児数 224 名） 
2.4 年少４９、年中８０、年長７８（満３才９） 

北海道緊急事態宣言コロナ感染拡大防止のため休園決定（４月２０日～５月６日まで） 
2.5 政府が緊急事態宣言を５月末まで行うことを表明し休園 
2.6 １日より幼稚園再開（６月以降の行事は内容を変更し、対策を行い実施） 
2.10 新型コロナウイルスの変異株がデルタ株へ 
3.1 もも組園児用トイレ天井水漏れ　トイレ復旧工事、ダクトヒーター設置工事 
令和３年度 園長　上村　美幸　ＰＴＡ会長　輪島　真実 

定員 240　園児数 203　学級数 8　　職員数 29（年度末園児数 229 名） 
3.4 令和３年度～新型コロナウイルス対策を継続 

年少５７、年中５９、年長８７（満３才１５） 
3.5 新型コロナウイルス感染拡大防止 

～北海道緊急事態宣言の発出、江別市長より家庭保育の協力依頼（５月３１日まで） 
こすもす組天井水漏れ 

3.6 ～北海道緊急事態宣言、家庭保育の協力依頼（６月２０日まで延長） 
江別市暴風警報発令　 
こすもす組、みかん組、うさぎ組、りす組の天井水漏れ 
玄関前駐車場一部、車庫前の舗装 
園舎屋根の板金張替工事 

3.7 園舎塗装工事／理事長室、職員室、保育室にエアコン設置 
3.8 大型遊具新規設置 

北海道緊急事態宣言発令（８月２７日～９月１２日）江別市長より家庭保育の協力依頼 
3.9 北海道緊急事態宣言延長（９月１３日～９月３０日）江別市長より家庭保育の協力依頼 
3.10 ホール男女手洗い場新規設置 
3.11 新型コロナウイルスの変異株からデルタ株～オミクロン株へ置き換わる（感染力強い） 

江別市暴風警報（３０日） 
3.12 前日からの強風～りす組、こすもす組天井水漏れ、道具箱棚窓側の床から水漏れ（２月サッシ

交換、床材一部貼替） 
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4.1 新規園バス３台納車 
いちご組大人用トイレ天井水漏れ（２月天井張替、床貼替工事） 
北海道まん延防止等重点措置適用 

4.2 北海道まん延防止等重点措置の再延長（２月２０日～３月６日まで） 
4.3 北海道まん延防止等重点措置の再々延長（３月７日～３月２１日まで） 
令和４年度 園長　上村　美幸　ＰＴＡ会長　藤谷　寛子 

定員 240　園児数 191　学級数 8　職員数 32（年度末園児数 203 名） 
4.4 年少６０、年中６９、年長６２（満３才１１） 令和４年度～新型コロナウイルス対策を継続 

ブランコ新規設置、砂場工事、砂の交換  
4.5 畑の防雨風ネット取付工事 

政府よりオミクロン株対策以前の新型コロナウイルス対策の取り扱いに戻すため、2 歳以上の
就学前の子どものマスク着用は一律に求めないに変わる

4.6 クラス保育参観日（２年ぶりに再開） 
いちご組ダクトのカバー取付工事 

4.7 こすもす組、すみれ組の屋根板金貼替工事 
4.9 創立５０周年記念事業　初代理事長胸像の設置場所基礎工事 

水害避難訓練を初実施（瑞玄寺へ避難） 
フェンス工事開始（～１１月４日終了） 

4.11 高性能空気清浄機 Airdog 設置 
4.12 ネットワークセキュリティ設置 
5.1 3 年ぶりにインフルエンザ罹患児が出る 

政府は新型コロナウイルスの感染症法上の位置付け 5 月 8 日から季節性インフルエンザと同じ
5 類に引き下げ決定 

5.2 政府は新型コロナウイルス感染症対策としてのマスク着用を 3 月前半にも屋内・屋外問わず個
人の判断に委ねる方針 

5.3 第４９回卒園式は園児のマスク着用は保護者の判断で実施 
令和５年度 園長　上村　美幸　ＰＴＡ会長　三橋　恵理　定員 240　園児数 195　学級数 8　職員数 33 
5.4 年少６２、年中５９、年長７４（満３才１８） 
5.5 創立５０周年記念　初代理事長胸像の除幕式５月１６日（園舎前） 

創立５０周年記念　お祝い会５月３０日（ホールで職員と園児で行う） 
　　　　　　　　　園児に記念誌、つぶやき第Ⅱ集、記念品（特別会計から）の配布 
幼稚園関係の皆様に記念品、記念誌、つぶやき第Ⅱ集の発送、手渡し（５月３０日） 

● 江別市私立幼稚園連合会加盟園の園児数推移

25年度　  26年度　  27年度　   28年度　  29年度　  30年度　   31年度　  2年度　  3年度　  4年度
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ひまわり
（年中）

保  育  室
もも

（年少）

保  育  室
みかん
（年少）

保  育  室
こすもす
（年中）

手洗場

● 園内の平面図

● 手洗い場 ● ホール

● 玄関ホール ● 保育室

● 囲障 ● 手づくりのバス車庫（バス）

上江別幼稚園 平面図 園内外施設
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● ツリーハウス● 鉄棒

● 芝生

● 冬の園庭

● ブランコ ● せせらぎ

● 大型遊具

● プール

屋外教育施設

● ともだちハウス ● 砂場

● ひまわりハウス ● やまのぼり

● 理事長手造り施設
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● くりの木　● くるみの木　● りんごの木

● いも畑

● 枝豆畑

● ひまわり畑

● 桑の実　● ラズベリー　● ブルーベリー
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令和5年度 札幌佐藤学園上江別幼稚園
教職員、理事役員、評議員、PTA役員

園　　長 上　村　美　幸 　総括 
事 務 長 出　頭　一　彦 　運営管理、渉外 
教　　頭 佐　藤　百　合　 　総務、ＰＴＡ担当　　 
事　　務 八　木　美由紀 　経理管理、事務全般 
教　　諭 田　村　聖　子 ○い ち ご（年少） 
教　　諭 神　　　真由美 　も　　も（年少） 
主幹教諭 永　谷　美　久 　み か ん（年少） 
教　　諭 松　本　麻　美 ○ひまわり（年中） 
教　　諭 増　冨　利　恵 　こすもす（年中） 
教　　諭 八　島　希　実 　う さ ぎ（年長） 
教　　諭 岩　谷　　華 　り　　す（年長） 
教　　諭 髙　橋　千　帆 ○ぱ ん だ（年長） 

非常勤教諭 加　藤　方　子 　補助教諭　　　　　　　　　 
非常勤教諭 佐久間　幸　恵 　補助教諭 
非常勤教諭 田部井　恵　美 　補助教諭 
非常勤教諭 土　山　知　子 　補助教諭 
非常勤教諭 髙　溝　さゆり 　補助教諭 
非常勤教諭 宮　腰　弥　生 　補助教諭 
非常勤教諭 岸　本　香　澄 　補助教諭 
非常勤教諭 草　沢　実耶子 　補助教諭 
非常勤教諭 山　下　有美子 　補助教諭 
非常勤教諭 加　藤　瑞　華 　補助教諭 
非常勤教諭 三　嶋　彩　夏 　補助教諭 
非常勤教諭 松　井　美恵子 　補助教諭 
非常勤教諭 足　立　千　夏 　事務補助、補助教諭 
非常勤教諭 高　野　円　香 　預かり保育教諭 
非常勤教諭 髙　橋　恵　子 　預かり保育教諭 
非常勤教諭 北　川　裕見子 　預かり保育教諭 
非常勤補助 山　田　陽　子 　預かり保育補助 
バス職員 弦　谷　　薫 ○バス業務、環境整備 
バス職員 對　馬　良　勝 　バス業務、環境整備　 
バス職員 三　吉　直　仁 　バス業務、環境整備 

役　　　職 名　　　前 クラス 
会　長 三橋　恵里 ぱんだ組 
副会長 五十嵐　茜 うさぎ組 
会　計 濱守　絵美 こすもす組 
書　記 髙橋　陽子 うさぎ組 
監　査 　山田　里沙子 りす組 

理事長 佐藤　隆志
理　事 佐藤　志穂
理　事 高柳　哲彌
理　事 保科　正則
理　事 米田　智仁
理　事 上村　美幸
監　事 佐藤　政則
監　事 宮澤　義明

評議員 星　　克明
評議員 高柳　哲彌
評議員 保科　正則
評議員 裏　　君子
評議員 砂川　英雄
評議員 小林美由紀
評議員 松井美恵子
評議員 嶋村　　正
評議員 柿原　正美
評議員 南出由紀子
評議員 山田理紗子
評議員 軽部　和浩
評議員 八木美由紀

● 上江別幼稚園教職員 ● 令和５年度ＰＴＡ役員  

● 理事役員 ● 評議員 
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編集後記
　創立 50 周年の節目の年を迎え、過去をたどると昭和から平成へ、そして令
和の元号へと変わり、過去、現在の変化を追った記念誌が完成いたしました。
　令和 2 年に世界中に新型コロナウイルス感染症が拡大し、マスク生活から丸
3 年になりました。この間、園生活が制約されながらも、子ども達は笑顔で元
気に遊ぶ姿は変わらず、毎日を過ごしてきました。記念誌掲載の子どものマス
ク姿の写真がありますことも幼稚園の歴史としてお届けできれば嬉しいです。
10 年ごとの節目で記念式典を開いておりましたが、創立 50 周年記念事業とし
て初代理事長佐藤龍蔵の胸像を建立し、除幕式を行いました。別日には職員と
子ども達で「50 さいおめでとう！」のお祝い会を行い、幼稚園の歴史を感じ
てもらいました。
　創立 50 周年記念誌を発行するにあたり、園長はじめ研修部と案を練りなが
ら進めてまいりました。記念誌と合わせて、毎月の園だよりに掲載している「こ
どものつぶやき集Ⅱ」を完成しました。皆様の癒しの冊子になっていただけた
ら幸いです。
　最後に、創立 50 周年の節目に、これまで上江別幼稚園に温かく見守り支え
てくださいました皆様にあらためて感謝申し上げますとともに、どうぞ今後も、
ご指導、ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げ、感謝の気持ちを込めてご挨拶とい
たします。

編集委員
園　　長　上村　美幸　　　教　　頭　佐藤　百合
主幹教諭　永谷　美久　　　研  修  部　松本　麻美
研  修  部　田村　聖子　　　研  修  部　三嶋　彩夏 
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